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公共交通の利用意向および ICT リテラシー水準とスマート技術に対する受容意向の関連性  

～埼玉県長瀞町を事例とした基礎的研究～ 
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1.本研究の背景と目的 

近年、多くの地方都市における公共交通サービスでは、少子高齢化等の影響によって公共交通の需要

密度が低いものの、利用者のサービスレベル向上に関する要望は多い。そのため、運営と利用にギャップが

生じ、結果として行政や地域住民の間で公共交通の存続が議論される場面が多く見受けられる１～3）。このよ

うな状況のなか、地方の公共交通においてはスマート技術の導入による解決が期待され、AI を活用した運行

経路の最適化や自動運転などの新技術導入に向けた検討、実証実験が各地方で実施されている 4)。しかし

ながら、サービスの受容者である地域住民の ICT リテラシー水準や、先進技術の受容意向との関連性は必

ずしも把握されていない 5）。スマート技術を地方の公共交通サービスへ適切かつ円滑に導入・運用させるた

めには、地域の ICT リテラシー水準やスマート技術への受容意向を把握し、その地域に適応した方策を施す

ことが必要であると考えられる。 

埼玉県秩父郡長瀞町は、高齢化率が約 35%と県内でも高齢化が進行している地域である。現在は秩父鉄

道やタクシーなどの交通機関はあるものの、町内を移動する手段や他の公共機関に接続を目的とした移動

サービスは十分に整備されておらず、住民の移動は自家用車に依存している状況にある。そこで長瀞町で

は、高齢者のような交通弱者を含む住民の移動の利便性向上を目的に、2017 年度より 4 か年計画で新たな

公共交通の導入に向けた調査・検討を進めている。今年度は、運行ルートや運行形態などを詳細に検証す

るために、実際に町内を運行させる社会実験を計画しており、将来的に高齢化の進んだ公共交通の需要密

度の低い地域で、効率的に公共交通を運営するためにはスマート技術の導入も一つの解決策として期待さ

れる。 

そこで本研究では、埼玉県秩父郡長瀞町を事例とし、住民の公共交通利用意向および ICT リテラシー水

準とスマート技術に関する受容意向を調査し、公共交通サービスへの先進技術の導入の可能性やそれらの

普及に必要な方策について基礎的検討を行った。 

 

2.研究対象地域の概要 

埼玉県秩父郡長瀞町の所在地を

図-1 に示す。長瀞町は埼玉県西部

に位置し、都心から長瀞町へのアク

セスは電車または自動車でも 2 時間

以内の範囲である。面積は約 30.4ha

あり、美里町、寄居町、皆野町、本

庄市と隣接する。町内の中心部は行

政機関や商店などの主要な施設が

密集し生活圏を形成しているが、市

街地のみならず、四方の山間部にお

いても一定数の住民が居住している

ことから、公共交通の利用意向は高

いものの、需要密度が低い傾向にある。 

長瀞町の人口は、近年の少子高齢化の影響を著しく受けて、2018 年度では 35.8%の住民が 65 歳以上であ

図-1 対象地域の概要 
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図-2 公共交通の利用意向 

る。年齢が高齢になるにつれ、情報機器に対する抵抗感や不安感が高まる傾向にあることから 6)、可能な限

り住民の移動需要を加味したサービスレベルの高い公共交通、および先進技術の導入のためには、住民の

情報機器の利用状況を把握する必要があると考える。 

 

3.調査概要 

今後、公共交通導入の社会実験が計画されている長

瀞町において、予約や運行などの運営システムに ICTを

用いた予約や支払い、自動運転などの導入を提案する

ためには、長瀞町住民の ICT リテラシーや先進技術に

関する受容意向を把握することが必要である。そこで本

研究では、「ICT リテラシー」を情報機器の操作能力およ

び情報を取り扱う上での理解、情報を主体的に選択し、

収集活用するための能力と意欲と定義し７)、「公共交通

の利用意向」、「ICT リテラシー水準」、「公共交通に関す

るスマート技術への許容度」などを調査項目としたアンケ

ート調査を長瀞町全世帯対象として実施した。調査の概要を表-1 に示す。 

 

4.アンケート調査結果の分析 

アンケート調査の結果について一部を以下に示し考察する。 

(1)住民の公共交通に関する利用意向 

はじめに、公共交通が整備されていない長瀞

町の住民に公共交通が導入された場合の利用

意向を図-2 に示す。図-2 より、半数以上の割合

で高い利用意向があり、また 4 割程度の回答者

が利用を決めかねてはいるが、今後の運行社会

実験を実施することで、さらに利用意向が明らかになると考える。 

次に、公共交通の利用意向別にみた普段の移動手段を図-3 に、将来の免許返納意向を図-4 に示す。 

 図-3 より、公共交通が導入されても利用しない回答者は、普段から自家用車を運転しており、図-4 の将来

の免許返納意向では、自家用車や免許の返納の意向は低いことから、現在自分で移動できるため、移動手

段に苦慮していないことが分かる。一方で、利用意向の高い回答者では、図-3 の普段の移動手段において

は送迎や鉄道･タクシー利用など、自分で運転していない割合が約 3 割あり、さらに図-4 より、免許の返納意

向も約 8 割と大変高く、代替の移動手段として公共交通の需要があるものと捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 アンケートの調査概要 

図-3 公共交通の利用意向別にみた 
   普段の移動手段 

図-4 公共交通の利用意向別にみた 
   免許証の返納・自家用車の処分意向 
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(2)住民の公共交通サービスに関する受容意向 

 将来、公共交通サービスにスマート技術を導入することで、山間部で高齢化が進んでいる地域での効率的

かつ円滑な公共交通の運用が行えると考える。そこで、公共交通の利用意向別にみた自動運転に関する意

向を図-5 に、希望する料金の支払い方法について図-6 に示す。 

 図-5 より、利用意向が高いほど、自動運転技術の受容が高いことが分かる。これは近年、自動運転技術が

公共交通に導入されている研究事例が紹介され、実際に公共交通を利用したい回答者はその情報を既に

得ている可能性が挙げられる。 

 次に図-6 より、公共交通を利用したい意向が高いほど、現金での支払いを希望している傾向がある。スマ

ート技術の発達により、キャッシュレス機能が増えているが、高齢化した地域では、支払いの際のカードや機

器の利用には抵抗感や不安感を抱えており、従来の現金での支払い方法が最も安心感があり、受容意向が

高いと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前述の公共交通へのスマート技術導入に関する受容意向について、全ての回答者から受容を得ることは

困難であることが把握された。そこで、高齢化が進んでいる地域においてスマート技術がどのように不安と感

じているか把握するため、自動運転機能と支払い方法に関する不安要素を図-7、図-8 に示す。 

 図-7 より、AI 機能等の発展から自動運転技術は開発が進んでいるものの、市場化までは至っておらず、さ

らに実際に運転手が操作をしないことが、高齢の回答者で受容意向が低い要因と考える。また、図-8 の支

払い方法では、セキュリティ面での不安が最も多く、続いて利用方法の複雑さ、面倒という意見が多い。これ

は、普段から機器の操作などで苦労してる経験によるものと推測する。自動運転ならびに支払い方法にスマ

ート技術導入に際しては、技術の信頼性や利用の安全性を周知することが有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 公共交通の利用意向別にみた 
   自動運転の受容意向 

図-6 公共交通の利用意向別にみた 
   支払い方法意向 

図-7 自動運転に関する不安要素 図-8 支払い方法に関する不安要素 
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・ICTリテラシーレベル：高

・ICTリテラシーレベル：低

・ICTリテラシーレベル：中

⇒セキュリティ管理も行いながら、
情報機器を難なく使いこなせる。

⇒自身ではすぐに情報機器を使えない。

⇒知りたい情報は検索して得られ、
Wi-Fi等のIT用語も理解している。

項目
ICTリテラシーの水準

高い 中 低い

所有している
情報機器

スマートフォン スマートフォン 携帯電話

利用頻度 毎日 毎日 毎日

利用場面 家庭 家庭 家庭

操作 十分使える 十分使える 時々困る

操作が
分からないとき

自分で解決
できる

身近に教えて
くれる人がいる

身近に教えて
くれる人がいる

情報機器の
不安な点

費用 情報管理
操作方法の

難しさ

(3)住民の ICT リテラシー水準 

 高齢化した地域でスマート技術を導入した公共交通サービスの可能性について、公共交通の利用意向が

高い回答者では自動運転の受容意向があることを確認した。また機器の安全性に不安を抱えていることが、

支払い方法でスマート技術を導入する際の懸念事項になっていたことから、普段の情報機器の利用実態の

把握が必要である。 

 そこで本章では、スマート技術や情報機器に関する操作能力や理解度などを ICT リテラシー水準として評

価し、図-9 に示す 3 段階で区分した。 

 図-10 に本調査における回答者の年齢別にみた ICT リテラシー水準を示す。 図-10 より、60 歳未満では

ICT リテラシーの水準は高く、60 歳以上になると ICT リテラシー水準が低くなる傾向が分かる。これは、60 歳

以上になると、定年等で仕事や生活環境が変わり、新しい技術や機器への興味や必要性、利用する機会が

少なくなっているからと推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、ICT リテラシー水準に影響を及ぼす項目

を、普段の情報機器の利用状況から把握するため、

｢所有している機器｣や｢利用頻度｣、｢利用場面｣など 6

項目で最も割合の多かった項目を表-2 に示す。ICT

リテラシー水準に関わらず、携帯電話、スマートフォン

といった情報機器を所有しており、利用頻度も毎日、

家庭内で使用する機会はあることが伺える。一方で、

ICT リテラシー水準の低い回答者では、情報機器の

操作方法で困ることがあり、身近の人に教わりながら

使用しているものの、操作が難しいという点で苦労し

抵抗感があるものと考える。ICT リテラシー水準が中間

の回答者は、教えてくれる人も周囲におり、十分に機

器を使えるが、情報管理の面で不安を抱いている。Ｉ

ＣＴリテラシー水準の高い回答者は、セキュリティなど

の理解度も高く、不安点は費用面となっていることに

着目する。 

 図-11 に、ＩＣＴリテラシー水準別の情報機器に関す

る理解度の向上意欲を示す。ICT リテラシー水準が低

いと向上意欲は低く、最低限の機能で利用できれば

それ以上複雑な操作や機能に興味が生まれないもの

と考える。ICT リテラシーが中間または高くなると、向

上意欲も大きくなり、情報機器への関心や必要性が

高くなり、より理解したいという意識が働くものと考える。 

図-9 ICT リテラシー水準の概要図 図-10 年齢別の ICT リテラシー水準 

表-2 ICT リテラシー水準別の情報機器の利用状況 

図-11 ICT リテラシー水準別の向上意欲 

ICTリテラシー水準別の向上意向
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公共交通の利用意向 高い 中 低い

ICTリテラシーの水準 低い 中 高い

スマート技術の
受容性

運転方法
運転手同乗の

自動運転
運転手同乗の

自動運転
運転手による

支払い方法 現金 キャッシュレス キャッシュレス

(4)ICT リテラシー水準と公共交通利用意向、スマート技術の受容意向との関連分析 

 公共交通サービスにスマート技術を導入・普及する

ための方策検討に向け、ICT リテラシー水準と公共交

通の利用意向ならびにスマート技術に関する受容意

向の関連性の基礎的検討を行う。 

 図-12 に ICT リテラシー水準別にみた公共交通の利

用意向を示す。図-12 より、公共交通の利用意向が

高い回答者の ICT リテラシー水準は低い傾向がある。

スマート技術を導入・普及する際には、利便性だけで

一方的に導入し利用させるのではなく、その技術の分

かりやすい紹介や安全性などを理解してもらうことで、

円滑に導入することができると考える。 

 ICT リテラシー水準別にみた自動運転に関する意向を

図-13 に、希望する料金の支払い方法について図-14 に示す。図-13 より、ICT リテラシー水準が低い回答

者では運転手の同乗の条件付きで自動運転を受容していることが分かる。一方で、希望する支払い方法は

キャッシュレス機能でなく現金での支払いを望む傾向である。これは公共交通の利用意向が高い回答者と同

様の傾向であり、公共交通の利用意向と ICT リテラシー水準との関連性が伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、上述の公共交通の利用意向と ICT リテラシー水準の関連性から、公共交通サービスでスマート技

術を用いた運転方法と支払い方法を導入する際の受容意向を表-3 に整理する。表-3 より、公共交通の利

用意向が高い回答者の ICT リテラシー水準は低い。しかしながらスマート技術自体を拒否している訳ではな

く、運転方法では運転手同乗での自動運転機能を受容している点に着目する。一方で、支払い方法につい

ては、従来の現金での支払い方法を希望しており、キャッシュレス機能を導入する際には利便性や安全性を

周知することが重要となる。 

 

 

 

 

 

 

図-13 ICT リテラシー水準別にみた 
    自動運転の受容意向 
 

図-14 ICT リテラシー水準別にみた 
    支払い方法意向 

図-12 ICT リテラシー水準別 
公共交通の利用意向 

表-3 ICT リテラシー水準と公共交通利用意向、スマート技術の受容意向との関連性 
 

ICTリテラシー水準別

公共交通の利用意向

62 31 7

50 50

53 33 14

75 19 6

利用する わからない 利用しない

ｎ

121

18

43

31

合計

ICTリテラシー

水準：高

ICTリテラシー

水準：中

ICTリテラシー

水準：低

単位：％

ICTリテラシー水準別にみた

自動運転の受容意向

4 16 27 6 5 42

6 22 32 6 6 28

2 19 21 7 10 41

3 13 37 7 3 37
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自
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管
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作
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操
作

ど
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ら
か
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動

運
転
手
に
よ
る

運
転

ｎ

110

18

42

30

ICTリテラシー水準別にみた

料金支払い方法意向

51 18 21 3 7

28 11 33 11 17

33 23 30 2 12

66 17 17

現
金
支
払
い

チ
ケ
ッ
ト
・

回
数
券
等
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i
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等
の
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18

43

30

合計

ICTリテラシー

水準：高

ICTリテラシー

水準：中

ICTリテラシー

水準：低

単位：％
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5.総括 

本研究では、埼玉県秩父郡長瀞町を事例とし、住民の公共交通利用意向および ICT リテラシー水準とス

マート技術に関する受容意向を調査し、公共交通サービスへの先進技術の導入の可能性やそれらの普及

に必要な方策について基礎的検討を行った。 

 その結果から、以下の知見を得た。 

 

1) 公共交通を利用しない回答者は現在自分で移動できるため、将来の自動車や免許の返納の意向は  

低く、移動手段に苦慮していないことが分かった。一方で、利用意向の高い回答者では、送迎や鉄道･タ

クシー利用など、自分で運転していない割合も多く、さらに免許の返納意向も高く、代替の移動手段として

公共交通の需要があるもの捉える。 

 

2) 公共交通の利用意向が高いほど、自動運転技術の受容が高い。自動運転技術が公共交通に導入され

ている研究事例等、普段から関心が高く情報を収集している可能性が挙げられる。一方で、支払い方法

では現金での支払いを希望している傾向がある。高齢化した地域では、支払いの際のカードや機器の利

用には抵抗感や不安感を抱えており、従来の現金での支払い方法が最も安心感があり、受容意向が高い

と考える。 

  

3) 60 歳未満では ICT リテラシーの水準は高く、60 歳以上になると ICT リテラシー水準が低くなる傾向があ

る。60 歳以上になると、定年等で仕事や生活環境が変わり、新しい技術や機器への興味や必要性、利用

する機会が少なくなっているからと推測する。 

 

4)  ICT リテラシーの水準に関係なく、何らかの情報機器を所有し毎日利用する機会はある。ICT リテラシー

水準は、最初に操作で苦労し抵抗感を感じると、最低限の機能で利用できればそれ以上複雑な操作や

機能に興味が生まれず、水準が低くなると考える。 

 

5) 公共交通の利用意向が高い回答者の ICT リテラシー水準は低い。しかしながらスマート技術自体を拒否

している訳ではなく、自動運転機能を受容している点もあることから、スマート技術を導入・普及する際には、

利便性だけで一方的に導入し利用させるのではなく、その技術の分かりやすい紹介や安全性などを理解

してもらうことが有効である。 
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